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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究の目的は、国際的な比較研究と国内の歴史的展開の研究とを通して、臨床教育学の研

究・教育に関わる基本的な概念と方法を明らかにし、教師の専門性を再検討することであった。

大学調査、地域調査、海外調査を通して、臨床教育学の構築の試みは、社会・地域の中で様々

な困難を抱えて生きる子どもとその援助者たちの理解と、それに基づく発達・学習援助の実践

を構想する教師の専門性の開発に貢献する一つの重要な契機であることが明らかになった。 
 

研究成果の概要（英文）： 
 

The aim of this joint-research is to elucidate some fundamental concepts and 
methodologies of the “clinical research on human development and education” (CROHD) 
and to reconsider the teacher’s professional character by international comparative studies 
and domestic historical studies. Through the University-research, Community-research, 
and International-research, it is clarified that the concept of ‘CROHD’ should be one of the 
most important moments to improve the teacher’s professional competencies which include 
the ability to understand and support children who have some difficulties in the context of 
their cultural and historical lives in transitional communities. 
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１．研究開始当初の背景 
 

過去 20年の間，日本の教育学の世界では，

臨床教育学の開拓の模索が続けられてきた．

私たちも，福祉・医療・心理臨床などとの接

点を持った総合的な「子ども理解」と「人間

発達援助」の学（広義の臨床教育学）への志

向と，「教師の専門性の再検討」「教師の養
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成・教育の改革」の学（狭義の臨床教育学）

への志向との間を往還しながら，臨床教育学

の構築を試みてきた．本研究は，こうした動

向と蓄積を踏まえ，相互に関連する次の三つ

の目的を果たそうとするものであった． 
１）いくつかの大学と地域で実際に行われ

ている模索と，私たちが重ねてきた試みに即

して，日本の臨床教育学の研究・教育の今日

的な状況と問題・課題の確認・整理を行う． 
２）とくに，この間の私たちの臨床教育学

の開拓の動きに直接ふれながら学習・研究に

とりくんできた現職教師，教師を目指す学

生・大学院生たちによる教師の専門性の問い

直しの過程に光を当て，その到達点を確かめ

る．そして，そこから，教師の養成・教育・

研修の内容の改革の課題を抽出する． 
３）共通する問題意識の下に進められてい

る世界の臨床教育学と教師教育改革の動き

との交流を深め，それを通じて日本の臨床教

育学と教師教育改革の研究の基本的な構

想・概念・方法の明確化を図る． 
本研究の計画に至るまでに，私たちは，ⅰ）

日本教育学会課題研究「臨床教育学の動向と

課題」（９８年９月～０１年８月），ⅱ）同特

別課題研究「教師教育の再編と教育学の課

題」（０２年９月～０５年８月），ⅲ）科研費

基盤研究（Ｂ）「臨床教育学の展開と教師教

育の改革」（０３年４月～０６年３月）等の

共同研究に取り組んできた． 
それらの詳細は，ⅰ）については小林剛・

皇紀夫・田中孝彦編著『臨床教育学序説』（２

００２年４月，柏書房）を，ⅱ）については

日本教育学会特別課題研究・研究集録『教師

教育の再編と教育学の課題〈１〉〈２〉』（０

３年８月，０６年８月）を，ⅲ）は科研費研

究成果報告書『臨床教育学の展開と教師教育

の改革に関する研究』（０６年３月）及び，

田中孝彦・森博俊・庄井良信編著『創造現場

の臨床教育学』（０８年１２月，明石書店）

にまとめられている． 
そのなかで，私たちが行ってきたのは次の

ような調査・研究であった． 
１）国内調査 
ⅰ）京都大学大学院臨床教育学講座，ⅱ）

武庫川女子大学大学院臨床教育学研究科，

ⅲ）北海道大学教育学部教育臨床専攻，ⅳ）

北海道教育大学大学院学校臨床心理専攻，

ⅴ）都留文科大学大学院臨床教育実践学専

攻・初等教育学科臨床教育学コース等におい

て実際に行われている臨床教育学の試みを

継続的に調査してきた． 
それらを通じて，日本の臨床教育学の動き

が，科目・講座・専攻の新設などの制度的レ

ベルに留まらず具体的な内容を生み出しつ

つあること，現代社会における子ども理解と

子どもの生存・成長を支える援助的・教育的

実践の構想に関わる教育学の自己革新の試

みとして展開されてきていること，大学院を

含んだ教師の養成・教育の改革とそのカリキ

ュラム作りと密接な関連を持って進められ

ていることなどを確かめてきた． 
２）海外調査 
同時に，次のような海外調査を重ねてきた． 
①フィンランドのヘルシンキ大学の Y・エ

ンゲストロームらによる人間発達援助学の

構築と学習・教育概念のとらえ直し，オウル

大学教師教育学科の P・ハッカライネンらの

Narrative Learning の研究と教師教育改革

の試みなどを対象とした調査．②カナダのト

ロント大学教育学部付属学校の「子ども理

解」を軸とした教師教育改革の試みなどを対

象とした調査．③アメリカのコロラド大学ボ

ウルダー校の D・リストンらによる子どもの

感情生活の重要性をとらえ直そうとする教

育哲学の試み，同校の現職教員再教育の試み

などを対象とした調査． 
これらによって，私たちの問題関心と共通

する教育学・教師教育の改革の動きが海外で

も生まれていることを確かめることができ，

それを担う実践家・研究者たちと交流するこ

とができた． 
 
３）理論的研究 

私たちはこれらの調査と研究交流を進め

ながら，臨床教育学の課題と構想・概念・方

法に関する理論的検討を重ねてきた． 
そのなかで，「子ども理解のカンファレン

ス」，「子どもを支える地域の新しい共同関

係」，「人間発達援助専門職」，「人間発達援助

専門職の一員としての教師」，「子ども・親・

発達援助専門職の生活史・実践史の聴きと

り」，「ケアと教育の結合」，「子ども理解と学

習指導の改革の結合」，「子どもの自己感覚・

自己意識の発達を支える援助・教育の全体構

想」など，臨床教育学と教師教育の研究を具

体化するための言葉を徐々に共有するよう

になり，それらの問題・課題に関する理論的

な共同研究を始めることができた． 
 
２．研究の目的 
 

こうした蓄積を踏まえ，今回の共同研究で

は，以下の具体的目標を達成したい． 
１）次の三つの種類の調査を行い，臨床教

育学の構想・課題，概念・方法の理論的検討 
を深める．①日本の大学で進められている臨

床教育学の構築の動き，教師の専門性の再検

討と教師の養成・教育・研修の改革の試みの

今日的な到達と課題を整理する．②大学だけ

でなく，地域において，問題・困難を抱えた

子どもについての理解の深化，子どもを支え

る新しい共同関係の創造を追求し，発達援助

専門職や教師のあり方を模索している人々

の動きについて調査研究を本格化し，臨床教



 

 

育学への社会的要求を確かめる．③共通する

問題意識の下に教育学と教師教育の改革に

取り組んでいる世界の実践家・研究者たち

（フィンランド・カナダ等）との研究交流を

広げ深め，その到達を摂取する． 
２）とくに，教師の専門性の再検討と教師

の養成・教育・研修の内容の改革の今日的課

題の抽出を，次のように進める． 
①臨床教育学の開拓の試みに触れて学

習・研究してきた現職教師，学生・院生たち

の間に起きている教師の専門性の問い直し

の動きを，聴きとり記録し吟味する． 
②それを通じて，教師を，現代の「発達援

助専門職」の一員，子どもの生活史・生育史

上の問題・課題の共感的な理解者，子どもが

生存・成長のために必要とする人間関係のコ

ーディネイターとして位置づけ直す． 
③教師の養成・教育・研修の改革課題とし

ては，困難を抱えた子どもを支えている教師

の生活史・実践史に関する事例的な学習（「教

師のライフヒストリーの聴きとり」），福祉・

医療・心理臨床などの諸分野の「発達援助専

門職」の経験・洞察の学習など，「子ども理

解」に関わる事例的学習と理論的学習（研究）

の結合を重視する必要性を提起する． 
④教師の養成・教育・研修においては，そ

の担い手である Teacher Educator (教師教育

の教師) のあり方について検討する． 
 
３．研究の方法 
 

私たちが，これまでの共同研究を通じてゆ

るやかに共有するようになり，本研究におい

て本格的に採用し展開しようと考えている

研究方法は，次のようなものである． 

１）教育の当事者は子どもであり，子ども

と共に生きている親・おとなであり，彼らを

支えている「発達援助専門職」（教師を含む）

たちである．これらの人々の声を聴き，その

生活史・生育史・実践史の語りを記録し，そ

れを吟味することを研究の基本とする

（Narrative-Based Approach）． 

２）子どもたちが困難に直面するのも，支

えてくれる他者に出会うのも，彼らが暮らす

具体的な地域においてである．相談室で子ど

もに接するだけでなく，地域で子どもたちに

できるだけ自然に接近することを重視する

（Community-Based Approach）． 

３）子どもの生存・成長の質は，結局は，

その子が世界の中で形成してきた自己感覚

（Sense of Self）の質によって左右される．

子どもの自己感覚の発達に関心を向け，個々

の関係・能力の獲得を常にそれとの関係にお

いて研究することを重視する（Self-Focused 

Developmental Approach)． 

今，世界の人間発達とその援助に関する研

究は，「量的研究」にとどまらず「質的研究」

を深めていくことを課題とするようになっ

ている．上述の私たちの方法意識は，世界の

人間発達とその援助に関する「質的研究」の

試みにおいて，共通に重視されてきているも

のでもある．あくまでも日本の子どもの現実

から出発し，臨床教育学の構築を図り，教師

の専門性を問い直し，教師教育の改革課題を

探り，そのために必要で国際的にも流通可能

な概念・方法を練り上げようとする本研究は，

日本の教育学の新しい展開と，世界の人間発

達とその援助に関する「質的研究」の発展を

担う，一つの仕事になりうるのではないかと

考えている． 

 

４．研究成果 

 

以上に述べた本研究の目的を達成するた

めに，具体的には以下に記す実地調査研究と

理論研究を行い，共有すべき資料や研究成果

を各年度（平成 22 年～24 年）に『臨床教育

学の構築と教師の専門性の再検討』（Ⅰ～Ⅲ）

にまとめることができた． 

また、それらの成果を国内教育関連諸学会

（日本教育学会・日本臨床教育学会・日本生

活指導学会・北海道臨床教育学会等）及び国

際学会（ISCAR：International Society for 

Cultural and Activity Research[文化と教

育活動に関する国際学会]等）で発表した。 

今後は、これらの研究成果を集約した書籍

等の出版物を公刊する予定である． 

 

１）大学調査では、臨床教育学の開拓を志

向しつつ教師の専門性の再検討を進めてい

る国内諸大学における実地調査を、都留文科

大学，北海道教育大学，武庫川女子大学で行

なうことができた。３大学では、臨床教育学

の開拓の試みに触れて学習・研究してきた現

職教師，学生・院生たちの履修体験等を聴き

とり、その Transcription（テキストデータ）

に基づく共同吟味を行ない、そこから臨床教

育学構築への課題意識と、これからの教師・

発達援助職に求められる高度な専門性を構

成する諸要因を分析することができた。 

この研究過程の成果は、日本教育学会を含

む内外の学会で発表された。これらの過程で

収集された一次データ分析をさらに比較検

討し、詳細に理論化・概念化し、出版物等で

公刊していきたい。 

 

２）地域調査では、地域における発達援助

専門家たちとの連携・共同を基盤に教師の専

門性を問い直している幾つかのコミュニテ

ィにおける実地調査を、北海道檜山郡上ノ国

町，岐阜県恵那地域，東日本大震災の被災地

域を中心に行なうことができた。 

その成果は、研究分担者の共同研究会等で

吟味され、研究成果報告集『臨床教育学の構



 

 

築と教師の専門性の再検討』（Ⅰ～Ⅲ）等で

報告し、調査研究に協力していただいた地域

の当事者たち（教師や地域発達援助職の人び

と）に還元した。 

また被災地域の教師及び発達援助職の聴

きとり調査等に基づく臨床教育学的な研究

成果は、日本臨床教育学会震災調査準備チー

ムとも連携しながら『3・11 あの日のこと、

あの日からのこと―震災体験から宮城の子

ども・学校を語る』等の出版物としても公刊

することができた。 

 

３）海外調査では、臨床教育学と重なる問

題意識の下に教育学と教師教育の改革に取

り組んでいる海外の拠点大学における実地

調査を、フィンランドのオウル大学カヤーニ

校，カナダのサイモンフレーザー大学，アル

バータ大学，ドイツのノルトライン・ヴェス

トファーレン州ビーレフェルト地域（治療共

同体），ユトレヒト大学，スコットランドの

エジンバラ大学において行うことができた。 

その成果は、各年度の『臨床教育学の構築

と教師の専門性の再検討』（Ⅰ～Ⅲ）等で報

告した。また、これらの蓄積に基づいて、日

本臨床教育学会の設立と展開に関わる国際

的な共同研究の確かな基盤が構築されつつ

ある。その成果は、ナラティヴ・インクワイ

アリーや、ナラティヴ・ラーニングに関する

翻訳出版や、国際的な共同出版物として一部

公刊された。また、今後も公刊予定である。 

  

４）理論研究では、臨床教育学の概念と研

究方法について、東京大学名誉教授の堀尾輝

久氏より「発達教育学と臨床教育学」という

テーマで、広島大学名誉教授・武庫川女子大

学名誉教授の新堀通也氏より「臨床教育学の

成立と展開」というテーマで、東京都立大学

名誉教授の坂元忠芳氏より「治療教育学と臨

床教育学」というテーマで、発題をいただき、

それにもとづく共同検討を行なうことがで

きた。また、教師の専門性の再検討に関して

は、東京大学の勝野正章氏より臨床教育学と

教師教育というテーマで問題提起をいただ

き、それも共同吟味することができた。 

こうした専門的知見の聴きとり（共同イン

タヴュー）に基づく本科研共同研究会でのデ

ィスカッションをとおして、以下の理論研究

上の課題がいっそう明らかになった。 

①戦後日本教育学史における臨床教育学

の位置と役割を明確にすること、②生活綴方

教育の遺産と臨床教育学との関連を明確に

すること、③生活指導研究の蓄積と臨床教育

学との関係性を明らかにすること、④知育・

学習理論の展開にとっての臨床教育学の役

割を明確にすること、⑤発達教育学と臨床教

育学，特別支援教育と臨床教育学との関係性

をさらに明らかにすること、その際、ヴィゴ

ツキー（L. S. Vygotsky）やワロン（H. Wallon）

の発達理論が臨床教育学の構築に果たす役

割を再検討すること。 

 教育実践研究と臨床教育学という観点で

は、臨床教育学における実践と理論の統合，

教師の教育実践記録の臨床教育学的な叙述

と分析の方法，子ども理解のカンファレンス

に基づく教育実践の構想力涵養の方法，臨床

教育学における自然観察法と参与観察法，臨

床教育学的な実践参画研究の在り方が問わ

れなければならない。 

 臨床教育学と隣接諸科学との関連では、精

神医療と臨床教育学，“narrative-based” 

の医療人類学と臨床教育学，福祉臨床と臨床

教育学，学校ソーシャルワーク（SSW）と臨

床教育学，学校カウンセリングと臨床教育学，

心理治療・心理相談と臨床教育学，臨床哲

学・臨床人間学と臨床教育学，等が問い直さ

れなければならないこともいっそう明らか

になった。  

 教員養成・教師教育改革の動向を検討する

ための臨床教育学の役割については、学校教

師のライフ・ヒストリーやライフ・イベント

のナラティヴな聴きとり調査に基づく教師

教育改革構想の提言，教師の養成・教育にお

けるフィールド参加型学習とその事前・事後

演習や事例研究法（case conference method）

の開発，フィンランドやカナダなどの教師教

育改革と日本のそれとの国際比較研究等が

さらに深められなければならない． 

 こうした理論的研究の成果についても、各

年度の『臨床教育学の構築と教師の専門性の

再検討』（Ⅰ～Ⅲ）等で報告した。また、国

際的な共同研究や、新しく設立された日本臨

床教育学会における学術研究の重要な問い

の指標として活用される予定である。以上の

ことをとおして、このたびの共同研究発足当

初に掲げていた目標、すなわち、①日本の臨

床教育学の構築、②教師養成・教育における

改革課題の抽出、③臨床教育学の国際的な共

同研究の基盤づくりが、ほぼ予定通りに達成

され、また予想を超える成果も生まれた。  
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